
運輸安全委員会は、令和５年８月３１日（木）、６７件の船舶事故等調査報告書をホームページで公表しました

海難防止へのインフォメーション （公財）海難審判・船舶事故調査協会

区分 事故：重大 １、 重大・軽微以外 １５、軽微 ３５        計 ５１件 インシデント：重大 ０、 重大・軽微以外 ２、軽微 １４      計 １６件

事故等種類（件）
衝突 １３、乗揚 １１、衝突（単） ９、死傷等 ８、転覆 ３、
施設等損傷 ３、火災 ２、沈没 ２、 計 ５１件

運航不能 １６（機関故障 １０、燃料供給不能 ２、電源供給不能 １、
舵故障 １、船外機脱落 １、バッテリー過放電 １） 計 １６件

関係船舶（隻）
プレジャーボート ２３、漁船 １７、貨物船 ６、旅客船 ５、遊漁船 ４、
タンカー ３、水上オートバイ ３、押船 １、公用船 １、その他 ２  

 計 ６５隻

プレジャーボート １１、貨物船 ２、漁船 １、水上オートバイ １、
遊漁船 １

計 １６隻

死傷者等（人） 死亡 ７、行方不明 １、重傷 ８、軽傷  １７  
 計 ３３人

上記事故のうち、東京（委員会事務局）及び横浜事務所の船舶事故調査報告書２件について、“概要版”を作成しました
公表された調査報告書をもとに当協会の責任で編集しましたので、詳細は運輸安全委員会のＨＰでご確認ください

① 漁船A（19トン）火災
  鹿児島県種子島南東方沖において、漁船Ａは、操業中、機関室付近で火災が発生し、その後沈没して、乗組員８人のうち、４人が
死亡し、１人が行方不明となり、１人が負傷した

② プレジャーボートＡ（5トン未満）転覆
  茨城県ひたちなか市南方沖において、プレジャーボートＡは、北西進中、横波を受けて転覆し、船長が落水して死亡し、同乗者が

負傷した

運輸安全委員会報告書

https://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2023/MA2023-8-1_2022tk0002.pdf
https://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2023/MA2023-8-7_2022yh0208.pdf


《再発防止策》
（1） 火災を想定した訓練等

①  機関室で火災が発生した場合、乗組員は、機関室の閉鎖や通風の遮断を行い、空気（酸素）の供給を止めること

② 火災が発生した場合、乗組員は、消火活動によって船体の延焼を防ぎ、又は、遅らせること

③  船舶所有者は、乗組員に対し、船外へ脱出する場合には、救命胴衣を着用し、また、早期に救助が開始されるよう、位置情報の発信が可能なレーダートランスポンダ及びＥＰＩＲＢ

  を持ち出すことについて指導すること

④ 船長は、船員法施行規則による操練を定期的に実施すること、また、船舶所有者は、船員労働安全衛生規則による安全衛生に関する教育及び訓練を定期的に実施すること

（2） 煙感知器及び非常ベルの設置

①  船舶所有者は、出火した場合に煙や炎を早期に発見できるよう、船内に煙感知器を設置し、煙感知器が正常に機能するよう、製品の耐用年数に応じた更新や警報音の発生の定期

的な確認を行うことが望ましい

②  船舶所有者は、煙の状況によって煙感知器が作動しない場合であっても、乗組員が煙に気付いた際、異常の発生を船内に周知し、早期に認知し行動できるよう、手動で発報できる

非常ベルの設置を検討することが望ましい

 ① 漁船A（19トン）火災
    （鹿児島県種子島南東方沖において、漁船Ａは、機関室付近で火災が発生し、その後沈没した）

【事故概要】

鹿児島県種子島南東方沖において、漁船Ａ（19トン、8人乗組）は、操業

中、機関室付近で火災が発生し、その後沈没して、乗組員８人のうち、４人

が死亡し、１人が行方不明となり、１人が負傷した

（公財）海難審判・船舶事故調査協会

《原因・背景等》

◎ 夜間、多くの乗組員が休息中、機関室付近から出火した

◎  出火後、煙感知器による警報音が発せられず、乗組員が煙や出火に気付くことが遅れ、初期消火活動を実施できないまま船体

  に延焼した

○ 本事故以前に、火災を想定した訓練等が十分に行われていなかった

運輸安全委員会（事務局）

海難防止への
インフォメーション

＊本調査報告書は、 Ｒ５.８.３１に公表されました。 詳細は運輸安全委員会のＨＰでご確認下さい

【発生日時】 令和４年３月２１日 ０３～０５時ごろの間  

【発生場所】 鹿児島県種子島南東方沖

【 死 傷 者 】 死亡４人（機関長、甲板員２人、機関員

１人）、行方不明１人（船長）、重傷１人

（機関員） 

【 損 傷 等 】 全損（沈没）

漁船Ａ（右舷船尾から全景、本事故前）

https://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2023/MA2023-8-1_2022tk0002.pdf


 
② プレジャーボートＡ（5トン未満）転覆

 （茨城県ひたちなか市南方沖において、プレジャーボートＡは、転覆し、船長が死亡して、同乗者が負傷した）

《再発防止策》
 
  （１） 船長は、気象及び海象について情報を収集し、自船の耐航性を考慮して、慣れた海域であっても、

波が高いときは出航を控えること

  （２） 船長は、発航前に航行する予定の海域の水路情報を確認し、事故多発地点を航行する際には、

ふだん以上に操船に注意を払い、気象及び海象の状況が悪い場合には、う回するか、状況が良

くなるまで同地点の手前で待機すること

 （３） 船長及び同乗者は、救命胴衣を身体に密着するよう締具を調整して着用すること

（公財）海難審判・船舶事故調査協会   運輸安全委員会（横浜事務所）

海難防止への
インフォメーション

＊本調査報告書は、Ｒ５.８.３１に公表されました。 詳細は運輸安全委員会のＨＰでご確認下さい

【事故概要】

茨城県ひたちなか市南方沖において、プレジャーボートＡ（5トン未満、1人乗組、同乗者1人）は、北西

進中、横波を受けて転覆し、船長が落水して死亡して、同乗者が負傷した

【発生日時】 令和４年１１月３０日 １３時１０分ごろ
【発生場所】 茨城県ひたちなか市南方沖
【死 傷 者 】 死亡１人（船長）、軽傷１人(同乗者)  
【損 傷 等 】 全損

《原因・背景等》

◎ 波浪注意報が発表されている状況下、Ａ船が、那珂湊港南東方沖の事故多発地点を北西進中、

東方からの大きな波を右舷船尾部に受け、船首が左舷方に振られ、船体が大きく右舷側に傾斜

 して転覆した

○ 茨城県警察本部がＳＮＳで発表している情報によれば、事故発生場所付近は、１年間で５件の

 転覆及び沈没事故が発生している事故多発地点であった

○ Ａ船は、乾舷が約５０cmで、波高約２ｍの波がある状況下、十分な耐航性を有していなかった

○ 船長は、ふだん、気象情報を余り調べていなかった

○ 船長及び同乗者の救命胴衣は、身体に密着するよう締具を調整して着用されていなかったこと

 から、落水時に救命胴衣が海面に浮いて水圧がかからず、自動で膨張しなかった可能性がある

茨城県警察本部ＳＮＳより引用

本件事故発生場所

https://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2023/MA2023-8-7_2022yh0208.pdf
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